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のが、1945 年 11 月 23 日に読んだ「原子爆弾死者合同葬弔辞」、並びに一

















たい。まず、投下直後の 11 月 23 日、永井の原爆死者の宗教的解釈が初め
て公にされた時の弔辞、「原子爆弾死者合同葬弔辞」4）であるが、そこで以下
のように述べられている。

























































以上は、原爆投下直後の 1945 年及び 46 年頃の永井の語りであった。少
し時を経た 1950 年 2 月号の『聖母の騎士』に永井は「殉教者の精神」と題
するエッセイを掲載しており、ここに彼の殉教観の重要な点が示されてい
る。






















































































レオン・パジェス19）の『日本廿六聖人殉教記』（Histoire des vingt-six Mar-
tyrs Japonais, Paris, 1861）20）と『日本切支丹宗門史』（Histoire de la reli-






書』を出版した。『鮮血遺書』は、1931（昭和 6）年の第 7 版以降、版が重




史 日本廿六聖人』が製作 ･ 上映された。1931 年 9 月 1 日の『キネマ旬報』
（411 号）23）によると、「版権所有及び映画製作権者平山政十」「原作ホイ
ヴェルス博士」24）、出演者は「山本嘉一」「片岡千惠藏」など有名な役者が名




























































































































































































































































責 め 殺 さ れ た の
が、安太郎という
美しい信仰をもっ
た 32 歳 の 人 で し
た。 こ の 安 太 郎

























背 骨 を も ち な が
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